
小
学
校
現
場
に
お
け
る
翻
訳
教
材
の
指
導
の
実
際

ー

は

じ

め

に

現
場
で
の
学
習
指
導
の
拠
り
所
で
あ
る
学
習
指
導
要
領
に
は
、
翻
訳
教

材
と
い
う
そ
の
も
の
の
記
述
は
な
い
が
、
教
材
取
り
上
げ
方
の
配
慮
事
項

に
関
す
る
も
の
と
し
て
、
「
指
導
計
画
の
作
成
と
内
容
の
取
扱
い
」

3

(
2
)
の
コ
に
「
世
界
の
風
土
や
文
化
な
ど
を
理
解
し
、
国
際
協
調
の
精

神
を
養
う
の
に
役
立
つ
こ
と
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
小
学
校
の
現
場
で

は
こ
の
部
分
を
拠
り
所
と
し
、
翻
訳
教
材
を
取
り
上
げ
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。
今
回
の
報
告
で
は
、
①
現
場
で
の
翻
訳
教
材
の
扱
わ
れ
方
の
実
態

に
つ
い
て
②
翻
訳
教
材
が
世
界
の
民
話
を
元
に
し
て
い
る
も
の
が
多
い

こ
と
か
ら
日
本
と
外
国
の
民
話
に
つ
い
て
、
と
い
う
観
点
か
ら
、
翻
訳
教

材
の
指
導
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
こ
と
と
し
た
。

翻
訳
教
材
の
実
態

(
1
)
教
科
書
で
扱
わ
れ
て
い
る
翻
訳
教
材

小
学
校
で
使
用
さ
れ
て
い
る
五
つ
の
国
語
の
教
科
書
会
社
の
教
科
書
の

中
で
、
ど
の
よ
う
な
「
翻
訳
教
材
」
が
、
ど
の
学
年
で
扱
わ
れ
て
い
る
か

を
調
べ
表
に
ま
と
め
た
。
項
毘
は
、
「
教
科
書
会
社
・
学
年
・
教
材
名
・

作
者
名
・
翻
訳
者
名
・
作
者
の
国
籍
(
舞
台
と
な
っ
て
い
る
国
と
で
あ

る。 2 

阿

部

慎
一
郎

品
曙
『
国
語
』
光
村
図
書

46 三 45 ミ
44 三 44 三 43 三 3 42 三 42 三 41 三 41 ミ

年学
下 上

'-' 
上 下 上 1ご 上

し、 fヘ の
かげ
んと ス お ス とず 才ヨ

)か
ど 4と1ミ 紙手

イ お
5な ら

大すだき うとっえ
カf と ホ 、、、、

なき
教材名ら

力、
お げつ

ノ{シ
の白

;h 
わ

じ
か

し、
〆ノ〆hν し、 ぷ

?こ ?こ
し、

Je5 ょず フ“ 

販i さ つ

ン( レウ 、ゥJ ノ、 J ノ トニ セア
豊李玉島

ミeノ

大塚勇
ロア レ '̂ノ¥ ノレア)ド

ブ i ココ ノレノレ オ ノレン スレうー
リ

づ九 キ

フラ トピ べ 11 ムス トク

作者名
ノレ ノレノ
ド イ ン 3 

レ
11 イセ

11 11 11 11 
ノレ オ ウ イ

キ 三f ス ド イ 11 

ノレ フ レ 11 ノレ ト

f謹J生母芝 松谷さ 光吉ま 大塚勇
谷j怯太郎11 太久市山 西郷竹喜

計ψ2銑U久一刊注

守 、〆ヤ作匂ノ、
木l~ 者翻訳名

や
力、

イ ヶ〆〆イ J ロ ア
国

ノゲノ

モ ア オ ド ロ

翠1王2作者のス シ メ ン メ フ イ シ
フ

宮2 巨 d勺ムμ 〆〆 〆ノノ
ア リ コ カリ

ン ツ ア
コ二 カ ノレ ダ

邑し之b、H日jf立~ 
ノレ

-19-



6 6 
45 三 45 三 44 2 44 z 43 ミ 43 三 d? 12 

2 
i:j:: 五i三 ~1ミ 年 年
4学2 

下 上 下 上 -r: ーと 下 上 下 上 下 上

翻訳き 三葉言三霊;載r掲なι 大二子 〆王三、11子33'Aー1五1、1コ/ 11 、
静) 夜思 務夜、、J

春!鹿
ナへ

毒会2vti手e E E 
おわ ベfア 海が せ 1五 お

へど

物くり すれら
んレ iJ、1" 手紙

お
ど 、， まク し、

なき
材教名aと ン/

7 、、、、 r いサ じ

イ土 ド れ 手ン tタ
力、

J:; 
司王 リ

ι ヘ

7ょ み ダ つ
カ し¥ と の

イ子向込 子子L 李!ヨ ?統!伝 孟?然?it 
ナジ ロア ノレアレス ν 「、

!ユ
ノ

イ! オ ザ スレ
ノレ i ザ、 11 Jミ トク

者名
ン レ ノレノ イセ

ノレ
11 
オ グ ノレ

イ
11 

ーー ドノ1、点、
ス

11 

ノレ 11 ト

文f裕IJI 
主・ ゐ

j仁炎11 j俊太郎谷11 
水谷会

和静子内田 訳者翻冷句
ρ パ

木卓

さ
る

i翠 i翠 i翠 i盟 i冨
フ イ オ アイ

I 

ア ロ
き王芸作者

フ ギ フ メギ メ シ
ン リ ン

カリ スリ ジ ア
色ーf籍iの草ス ス )l カ

4 4 
33 手 43 1三 42 J三 42 三 年

1 

46 三 45 2 
壬!ミ 年 長手

年学
下 上 下 J二 T 1:;- Jこ

一
i泰g't 号H呈nムI3口Hi I 

や 1立
叩5f界m: ら界世 紙手お

ス お
か界 イ お

まで 、る-' 一ーー 村
、、、、 き

教材名しい 10美 9美 すよ

いち か
エIヨ乙 ば し し .1; 

し、 し、

ん 村 lま

孟浩然 孔子
コ二 -"( 

林且KIιL 

ロア レ ノレア
ノレン

<< 
オ スレ

キジ 11 トク

作者名ン ヤ ノレノ レ イセ
、、、 ノレ オ

イ
ド ーー 11 ン

11 11 

松岡由サ子

一
j俊太郎谷11 翻者訳名

卒オミ

i習 i盟
ア ア オー ロ

至品い王ぞ宝作者の出藷
メ メ フ シ
リ リ ン ア
カ カ !f 
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曜襲

ひ
ろ
が
る
一
言
葉

小
学
国
語
』

教
育
出
版

嘩
『
新
編
あ
た
ら
し
い

く
、切戸

"== 

東
京
書
籍



串
『
小
学
生
の
国
訪
問
』
三
省
堂

年6 年5 年4 i3 l三
2 

年1 41 ミ
) 年ず:

年
下 J二

ケチま ふミ が世 シ 耳 iJJ たあ おわ んう フ お かあ お
|ヨほ

J?Z こ r~ 寸7

3涛
の 石た

物くり すれら
さ レ 紙手

らい お

キ コレイう吏 じ ボ
あな こま ぎ ア し なき

材教名あ ゆ ン ろ γ の リ て
iい ち つ

玉 た カミ 」

れ さ
ツ jp 

トの や
つ

ク ふミ

ん の 詩 〆、詩'匂町J、 ま な し、 し、

海 つ し、 lま る

てず てす ワマ マ トジ トジ カ トテキ レス キ レ ロア ニニ てず ノレア
I I イ i ザ i ャ i ャ イヤ イ l ム オー I I i I スレ
ヒガ ノレガ ノレ スロ →y 11 11 .rZ マジ トク

者名
!レ ドレ

ン ン 11 11 ノレ セ レ ノレノ ン ヨ イセン

ツ ツ
ゲ 11 11 フ J¥ 11 

11 
シ オ ノレ リ 11 イ

コ コ ツ !オ
ノt
ノレ

11 
ス ~ ス i

11 11 12 ク ク 11 11 

石井桃子 今村葦子 北信秋
初1 垢i 上

樹千葉茂 小14失二11 神谷丹路 j谷佐太郎11 
夕太市山、

翻訳者名大うコさ 大弓i二子! 敏国 木卓

フニ 南 アイ フ フ ド ア イ
i詣
オ ア イ ロ

密王作者ンユ ア メギ フ フ イ メ ギ フ メ ギ シ
ド i ブ リリ ン ン ツ

カリ
リ ン リ リ ア

巴三云!思iのji ジ リ カス ス ス ス !f カ ス
カ

品
帯
『
み
ん
な
と
学
ぶ

小
学
校

菌
諾
』
学
校
図
書

学
年

教
材
名

作
者
の
国
籍

(
側
品
川
と
な
っ
て
い
る
間
)

作
者
名

翻
訳
者
名

-
年
(
上
)

お
お
き
な
か
ぶ

ロ
シ
ア

-21-

世
界
で
い
ち
ば
ん

や
か
ま
し
い
音

ベ
ン
J

ジ
ャ
ミ
ン
uu

エ
ル
キ
ン

4
年
(
下
)

松
岡
享
子

ア
メ
リ
カ

マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
H

ワ
イ
ズ
H

ブ
ラ
ウ

ン

5
年
(
上
)

し
(
詩
)

木
坂
涼

ア
メ
リ
カ

5
年
(
下
)

6
年
(
上

6
年
(
下
)

(
考
察
)

・
「
お
お
き
な
か
ぶ
」
と
「
お
手
紙
」
は
全
社
の
教
科
書
に
掲
載
。
「
ス
イ

ミ

i
」
は
三
社
に
掲
載
。
作
家
レ
オ
H

レ
オ
ニ
の
作
品
は
、
全
社
に
掲



載
さ
れ
て
い
る
0

・
訳
者
に
よ
る
訳
の
違
い
が
あ
る
。
「
お
お
き
な
か
ぶ
」

引
っ
張
る
般
序
が
特
に
大
き
な
違
い
で
あ
る
。

・
教
科
書
会
社
に
よ
っ
て
は
、
挿
絵
を
そ
の
物
語
の
舞
台
と
な
っ
て
い
る

留
の
出
身
者
に
描
い
て
も
ら
っ
て
い
る
。

・
教
科
書
会
社
に
よ
っ
て
は
、
登
場
人
物
の
名
前
を
、
発
達
段
階
を
考
慮

し
て
発
音
し
や
す
い
名
前
に
変
更
し
て
表
記
し
て
い
る
。

・
全
社
と
も
で
き
る
だ
け
各
学
年
に
つ
き
一
教
材
は
外
国
の
作
品
が
入
る

よ
う
な
配
慮
が
さ
れ
て
い
る
。
な
い
学
年
は
、
日
本
人
の
書
い
た
も
の

で
は
、

か
ぶ
を

-
『
国
訪
問
』
光
村
留
意
向

で
舞
台
が
外
国
の
作
品
や
随
想
、
説
明
的
文
章
が
入
っ
て
い
る
。
漢
文

に
は
現
代
語
訳
を
載
せ
て
い
る
。

・
外
国
の
文
学
作
品
は
、
低
学
年
で
扱
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

(
2
)
学
習
指
導
書
か
ら

学
習
指
導
書
で
は
「
単
元
名
」
「
言
語
活
動
」
「
指
導
自
標
」
を
ど
の
よ

う
に
例
示
し
て
い
る
か
を
次
の
表
に
ま
と
め
た
。
ま
と
め
方
は
、
光
村
図

書
『
小
学
校
国
語
学
習
指
導
室
開
』
の
「
一
上
か
が
や
き
」
か
ら
「
六

創
造
」
に
つ
い
て
、
前
記
し
た
三
つ
の
項
目
に
つ
い
て
抜
き
出
し
て
い

ブ

Q

。

2 
年

年戸-J二ι 

お ス

大すだきずうつ

お

紙手
イ お
ー、、、 なぎふ，

よと、
教材名カミ

ず ぶ
つ
と

よ音 警をでお よ本
5載な己う計五)G

もつ をえ
If 

こか舌"千，-，二

単フ名じさふ うんを ら
し

ナζ そめE ん

し うん で

首読劇すを
物語読を 紹介ヲろを 読ん しり 本を

で物

だな楽
ゴ剖Uすi ヨL EZ L を

本がし 。像ヰ1!.'!、
ん

2書Zるく~~ιてに1 読むら んがE 、る で ，どb 

動言諮問

感型書をく1 

j五
;プ

妊 tキ象1'1 な
カt

きを ら
な広 楽
とげ し
こた Jノ、ノ

2二主E型F紙0手紙楽主 読ら0 場両
様葉面2表言すを書を0 人物 がで0 文章

書主文 ろ喜 文中 がで0場部0 韓返り

そす 書こく 声み、時子の こく 動行の るき の仁I~
いた 見t"v たL 

にき様子の
も読のつい

おけ る。増やえ 言葉のし

ノ宍{7がと しの出つに がJきfと場やi偏 大事去葉のなを
読のを方み がげな選本をぴ

長結付て爪びけとで さZ しい
んで注意に 読むら 述主訊詰UるとR 心γ 文章や

きうを、11 て
てつ る。 雌子のな

る。り、 をど 場物畳人 感午ム怒えをロ し こ畳物揚正
部一間の 畳掛丈物くのズムリ

物計i 夫工 書享色」とr っいにど 土曹抜JをききO 
がな がと

らでの

指導標自

感表想主長う 畳場人物言のZに?っす劇音て読すを5しと、行動会話心のや中を

7つこ紹介 るき。f市1心中E f 1 喜すに に生を
μ七、て、 っか

すり たし いし

で 像広想をげな そ
るカ7〈SLミ 梯想5て害な 立事子臼く

され

るい 還広にをげえを こ本

もと 7色n の
で、 カ

読みがら 感盟書をく

き i
る。 る守

たが震
る ド

が」

-と11)， いで
きJf3ど三圭l と

でこぎ いた 好なき 主lむl]L がで
さふ とる。

感想 こと
りと

~ c ー、' 
tヮ 手ナ<r が Eえ

-22-



46 2 壬。c 44 2 43 ミ
2 

台、 の かげ
と

年と

ス
すよ ど ら
え カ5 と 刀1

ら jp 才ヨ
げつ のi当れ わ じ

Igた立
し、 し、 し、

?こ さ "一Iヨ
し、 ん

げよう校学中 百iなIi己~ うっ F6Cし 記:なi誌
いを、 j邑お

読もつ ぞう お
いむ し うも

し話を、て守 ようしと し
ノ¥ し

考と
し すよ

て〉
よろ

がら そうすよ え 」一 つ」し、

ょに かろと

課題決をめ 読紹介書カ

民話 読むを ;図の場

昔紹fや話すをr 

様
子
を

成果発表をヲ

ド
{ヰベ象与m、

作を

る る し
な
js 

る ら

物き五

0 作文章品や0分思のい自 1たるこり 0 教材文読を

表 。的白。い
工夫 こと 0場函 いの0物語読pらt 0物誌か こ0 場面

しろ
事叩宜3懇をま がと雄子の

すたり 必袈や いろ れさ がで移変のわりある 感一企111:1 と JらL、、で
会現 き こん そき

の型℃考やえ がでと考んでえ るこ 応に 本や文識なを
る とで

事す品にる。っに

とじ
着に百片 捉えをり 気tづこくこ 考え?ことこ

や意!日二 つ い

世立3万のわれ-.. 綻L ! が き がでるき。文本自用てを|的目
違のるこ吉葉ち て{わ云 る。たこ

ると

語句主弔 畳場人物 ;るきでι表合し い気づがに:tがでえとき文j望や主曹i主了誠存聖心キ爪ょう 表発を

し}，j忘

妄長ゃ函i議朗をす 会いし
たじ

安約1) 読?こ ゃ 気持のち いす、
」ー

工気夫づに るこ 分隠

し方み と人

でtきz? 分経験結付O自ぴけJJL 母広想カr::乞げなャ宝
?りこ、 読でむ か 化功。のι之 一

がでと 考のえ
で人
さ

Jし、」

t引 情景儲や想すを 感万のついてにじくき 広げたを
にと

」ヲ Qヲ。 残が

がと つで
たき

で
Jリり己、 こる

感て 読むらさ と
る め 、官ルf る違

(
考
察
)

・
学
習
後
に
様
々
な
本
を
手
に
す
る
よ
う
な
単
元
計
画
が
あ
り
、
読
書
へ

の
い
ざ
な
い
が
な
さ
れ
て
い
る
指
導
過
程
が
組
ま
れ
て
い
る
。

・
話
の
面
白
さ
を
伝
え
た
り
、
読
ん
だ
感
想
を
伝
え
合
っ
た
り
と
い
う
指

導
過
程
が
組
ま
れ
て
い
る
。

・
話
の
展
開
が
明
確
で
あ
る
と
い
う
点
を
生
か
し
、
物
語
の
構
成
を
学
ぶ

指
導
事
項
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

・
「
日
本
語
表
現
の
常
識
的
な
在
り
方
」
「
作
品
の
テ

i
マ
」
「
表
現
の
効

果
」
「
子
ど
も
の
立
場
」
を
配
慮
し
て
、
誼
一
訳
で
な
い
訳
を
教
材
文
と

し
て
掲
載
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
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(
3
)
翻
訳
教
材
指
導
の
ポ
イ
ン
ト

・
低
学
年
で
国
内
外
問
わ
ず
い
ろ
い
ろ
な
文
章
に
触
れ
さ
せ
る
こ
と
で
、

読
書
の
世
界
を
広
げ
る
よ
う
に
す
る
。

・
名
作
と
言
わ
れ
る
世
界
の
文
学
か
ら
、
読
書
の
面
白
さ
を
味
わ
わ
せ
、

進
ん
で
読
書
を
す
る
子
ど
も
を
育
て
る
。

・
前
述
し
た
よ
う
に
学
習
指
導
要
領
の
「
指
導
計
画
の
作
成
と
内
容
の
取

扱
い
」

3
(
2
)
の
コ
に
、
「
世
界
の
風
土
や
文
化
な
ど
を
理
解
す
る
」

と
い
う
記
述
は
あ
る
が
、
国
語
科
と
し
て
の
教
科
内
容
を
指
導
す
る
こ

と
を
忘
れ
ず
、
作
品
の
特
徴
を
生
か
し
な
が
ら
、
文
学
的
な
文
章
の
解

釈
に
関
す
る
指
導
を
行
う
。



-
文
化
の
違
い
や
発
達
段
階
へ
の
対
応
は
、
教
科
書
会
社
が
か
な
り
配
慮

し
て
い
る
。
教
師
は
、
翻
訳
教
材
で
あ
っ
て
も
文
学
的
な
文
章
の
解
釈

に
関
す
る
指
導
に
焦
点
化
す
る
こ
と
が
十
分
で
き
る
。

3

「
民
話
」
と
い
う
観
点
か
ら

(
1
)
翻
訳
教
材
と
民
話
の
関
係

学
習
指
導
要
領
や
学
習
指
導
警
を
見
て
も
、
翻
訳
教
材
と
い
う
一
一
一
一
口
葉
は

出
て
こ
な
い
。
「
お
お
き
な
か
ぶ
」
(
ロ
シ
ア
の
民
話
)
、
「
ス

i
ホ
の
白
い

馬
」
(
モ
ン
ゴ
ル
の
民
話
、
大
塚
勇
三
に
よ
る
再
話
)
、
「
三
年
と
う
げ
」

(
韓
国
の
民
話
)
、
と
い
う
よ
う
に
、
教
科
書
で
扱
う
翻
訳
教
材
に
は
民
話

が
多
い
こ
と
に
気
が
つ
く
。
外
国
の
作
品
を
扱
う
場
合
、
民
話
と
い
う
枠

組
み
で
語
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
民
話
と
は
日
本
と
外
国
の
も
の
が

雨
方
含
ま
れ
る
と
い
う
前
提
で
は
あ
る
が
、
民
話
と
い
う
観
点
で
翻
訳
教

材
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
。

(
2
)
民
話
の
定
義
と
扱
い
方
の
留
意
点

民
話
と
い
う
語
の
使
わ
れ
方
に
つ
い
て
中
村
孝
一
は
『
国
語
教
育
指
導

用
語
辞
典
(
第
四
版
)
』
で
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

民
話
と
は
民
衆
の
生
活
の
中
か
ら
生
ま
れ
、
民
衆
に
よ
っ
て
語
り
継

が
れ
て
き
た
説
話
の
こ
と
で
、
司
o
一
宮
山
一
め
の
訳
語
で
あ
る
民
間
説
話

の
略
称
と
も
い
わ
れ
る
。
民
話
は
昔
話
と
開
義
に
使
わ
れ
る
こ
と
も

あ
れ
ば
、
昔
話
、
伝
説
、
位
間
話
等
の
総
称
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ

と
も
あ
り
、
ま
た
そ
れ
ら
を
再
話
や
再
創
造
し
た
作
品
を
含
め
て
言

う
場
合
も
あ
る
。
さ
ら
に
民
話
、
昔
話
、
伝
説
と
並
列
的
に
用
い
る

例
も
あ
る
な
ど
、
民
話
と
い
う
諮
問
の
使
わ
れ
方
は
多
様
で
あ
る
。

授
業
で
民
話
を
扱
う
擦
に
、
ど
の
よ
う
な
点
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る

の
だ
ろ
う
か
。
民
話
教
材
の
特
性
に
つ
い
て
、
中
村
は
以
下
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。

民
話
・
伝
説
は
昔
の
人
々
の
喜
び
ゃ
悲
し
み
と
い
っ
た
素
朴
な
感
情

や
願
望
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
な
り
、
長
い
年
月
の
伝
承
の
中
で
豊
か
な

想
像
力
や
創
造
力
が
織
り
込
ま
れ
育
っ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ

に
は
人
間
の
生
き
方
や
生
き
る
た
め
の
知
恵
、
人
間
の
真
の
姿
が
表

現
さ
れ
て
い
る
。
小
学
校
国
語
の
教
科
書
に
は
再
話
さ
れ
た
「
か
さ

こ
じ
ぞ
う
」
「
や
ま
ん
ば
の
に
し
き
」
「
力
太
郎
」
「
吉
四
六
話
」
な

ど
が
民
話
教
材
と
し
て
収
載
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
教
材
の
特
徴

を
挙
げ
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

①
明
確
な
人
物
設
定
や
場
面
設
定

②
単
純
明
快
な
ス
ト
ー
リ
!

③
民
話
特
有
の
語
り
口
や
言
い
回
し

④
効
果
的
な
擬
声
語
・
擬
態
語

⑤
く
り
返
し
ゃ
対
地
の
構
造

授
業
で
扱
う
擦
に
は
、
こ
れ
ら
の
特
徴
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
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こ
れ
ら
の
特
徴
か
ら
、
「
人
物
設
定
・
場
面
設
定
」
な
ど
の
物
語
の
構

造
を
読
む
指
導
、
「
起
承
転
結
」
基
本
四
部
構
成
な
ど
の
物
語
の
構
成
を

読
む
指
導
、
手
間
り
口
、
言
い
回
し
」
「
擬
声
語
・
擬
態
語
」
「
く
り
返

し
・
対
比
」
な
ど
の
表
現
の
効
果
を
読
む
指
導
に
生
か
す
こ
と
が
で
き
る



と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
学
習
指
導
要
領
で
は
、
民
話
を
ど
の
よ
う
に
扱
う
と
さ
れ
て
い

る
の
か
。
調
べ
て
み
る
と
、
学
習
指
導
要
領
に
「
民
】
話
」
と
い
う
記
述
は

な
い
。
し
か
し
、
前
述
し
た
民
話
と
い
う
訪
問
が
多
様
な
意
味
で
使
わ
れ
て

い
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
現
行
学
習
指
導
要
領
で
は
、
小
学
校
一
、
二

年
生
の
〔
伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事
項
〕
の
「
ア

伝
統
的
な
言
語
文
化
に
関
す
る
事
項
」
に
品
開
間
同
闘
川
阿
国
な

ど
の
本
や
文
章
の
読
み
関
か
せ
を
開
い
た
り
、
発
表
し
合
っ
た
り
す
る
こ

と
」
と
示
さ
れ
て
い
た
。
中
学
年
以
降
に
な
る
と
、
学
習
指
導
要
領
解
説

に
「
昔
話
や
神
話
・
伝
承
な
ど
の
本
や
文
章
」
と
い
う
記
述
は
な
く
な

る
。
低
学
年
の
よ
う
に
、
読
み
間
か
せ
を
開
く
こ
と
で
伝
統
的
な
言
語
文

化
に
触
れ
る
こ
と
の
楽
し
さ
を
実
感
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
狙
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
中
学
年
以
降
で
は
、
外
国
の

「
民
話
」
も
、
文
学
的
な
文
章
を
読
む
こ
と
を
指
導
す
る
た
め
の
教
材
と

し
て
扱
わ
れ
て
い
る
の
で
は
い
か
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

光
村
図
書
の
学
習
指
導
警
に
は
「
単
元
設
定
の
趣
旨
」
に
つ
い
て
、
い

く
つ
か
の
項
目
を
挙
げ
て
説
明
が
さ
れ
て
い
る
。
「
指
導
事
項
に
関
わ
っ

て
」
と
い
う
項
目
に
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
っ
た
。

「
お
お
き
な
か
ぶ
」
は
、
繰
り
返
し
の
あ
る
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
お
話
で

あ
る
。
繰
り
返
し
の
部
分
は
単
純
な
同
じ
繰
り
返
し
で
は
な
く
、
表

現
が
微
妙
に
変
化
す
る
。
そ
の
お
も
し
ろ
さ
を
、
声
に
出
し
て
楽
し

ま
せ
た
い
。

こ
れ
は
、
「
く
り
返
し
」
と
い
う
民
話
の
特
性
を
説
明
し
て
い
る
部
分

だ
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。
「
お
お
き
な
か
ぶ
」
で
は
、
「
う
ん
と
こ

し
ょ
、
ど
っ
こ
い
し
ょ
。
」
と
い
う
掛
け
声
が
同
じ
よ
う
に
繰
り
返
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
に
続
く
一
文
に
注
目
し
て
み
る
と
、
「
か
ぶ

は
ぬ
け
ま
せ
ん
。
」
と
い
う
表
現
が
、
「
け
れ
ど
も
、
か
ぶ
は
ぬ
け
ま
せ

ん
よ
か
ら
「
そ
れ
で
も
、
か
ぶ
は
ぬ
け
ま
せ
ん
。
」
に
。
そ
し
て
「
や
っ

ぱ
り
、
か
ぶ
は
ぬ
け
ま
せ
ん
。
」
と
な
り
、
「
ま
だ
ま
だ
、
か
ぶ
は
ぬ
け
ま

せ
ん
。
」
、
「
な
か
な
か
、
か
ぶ
は
ぬ
け
ま
せ
ん
。
」
、
最
後
は
「
と
う
と

う
、
か
ぶ
は
ぬ
け
ま
し
た
。
」
と
微
妙
に
変
化
し
て
い
る
。
こ
の
違
い
に

気
付
か
せ
、
一
一
一
一
口
葉
に
立
ち
止
ま
ら
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
子
ど
も
は
想
像

を
広
げ
な
が
ら
読
む
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ

る
う
。
一
一
一
一
口
葉
に
立
ち
止
ま
り
、
想
像
を
広
げ
な
が
ら
読
む
と
い
う
こ
と
と

は
、
光
村
図
書
の
学
習
指
導
書
で
は
、
以
下
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

-25-

児
童
は
、
「
け
れ
ど
も
」
「
そ
れ
で
も
」
「
や
っ
ぱ
り
」
「
ま
だ
ま
だ
」

「
な
か
な
か
」
と
い
う
表
現
が
出
て
く
る
と
、
こ
の
後
に
、
「
か
ぶ
は

ぬ
け
ま
せ
ん
。
」
と
い
う
否
定
の
意
味
の
結
末
が
来
る
こ
と
が
予
想

で
き
ま
す
。
そ
し
て
、
ま
だ
「
か
ぶ
」
が
抜
け
な
い
こ
と
を
、
次
の

部
分
を
読
ん
で
確
認
し
ま
す
。
そ
れ
を
繰
り
返
し
、
登
場
人
物
と
共

に
か
ぶ
が
抜
け
な
か
っ
た
こ
と
に
が
っ
か
り
し
な
が
ら
も
、
自
分
の

予
想
が
当
た
っ
た
こ
と
を
楽
し
み
な
が
ら
読
み
進
め
て
い
く
こ
と
で

し
ょ
う
。
そ
し
て
、
最
後
の
場
面
で
「
と
う
と
う
」
と
い
う
表
現
を

読
み
、
児
童
は
「
抜
け
る
ん
だ
」
と
予
想
し
て
読
み
進
み
、
「
か
ぶ
は

ぬ
け
ま
し
た
。
」
と
い
う
喜
び
に
達
す
る
の
で
す
。

民
話
の
特
性
に
は
、
「
明
確
な
人
物
設
定
や
場
面
設
定
」
「
単
純
明
快
な



ス
ト
ー
リ
ー
」
「
表
現
の
工
夫
」
と
い
う
も
の
も
あ
る
と
い
う
こ
と
を
述

べ
た
が
、
学
習
指
導
書
の
記
述
は
、
ま
さ
に
「
く
り
返
し
と
い
う
表
現
の

工
夫
」
を
示
し
て
い
る
。
声
に
出
し
て
読
ま
せ
る
こ
と
で
、
気
付
か
せ
楽

し
ま
せ
る
と
い
う
手
立
て
を
と
っ
て
い
る
は
、
民
話
が
民
衆
に
よ
っ
て
口

承
と
い
う
形
式
で
語
り
継
が
れ
て
き
た
話
で
あ
る
と
い
う
民
話
の
特
性
を

踏
ま
え
た
も
の
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
指
導
事
項
を
指
導
す
る
た

め
に
、
動
作
化
や
役
割
読
み
を
す
る
の
で
あ
っ
て
、
動
作
化
と
い
う
活
動

が
目
的
化
し
て
し
ま
う
よ
う
な
指
導
過
程
で
は
、
民
話
を
教
材
に
す
る
意

味
す
ら
も
薄
れ
て
し
ま
う
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
文
学
的
な
文
章
の
解
釈
に

関
す
る
指
導
す
ら
危
う
い
と
も
言
え
る
。
指
導
内
容
と
言
語
活
動
と
が
き

ち
ん
と
関
連
し
て
い
る
指
導
過
程
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
そ
し
て
、
そ

れ
は
「
学
翠
指
導
警
に
そ
う
書
い
て
あ
る
か
ら
」
で
は
な
く
、
学
習
指
導

要
領
を
熟
読
し
て
、
該
当
学
年
で
ど
ん
な
指
導
内
容
が
あ
り
、
そ
の
カ
を

子
ど
も
た
ち
は
身
に
つ
け
て
い
る
の
か
い
な
い
の
か
を
見
極
め
、
教
材
の

特
性
を
踏
ま
え
て
計
画
的
に
指
導
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
な
の
で
あ
る
。

〈

3
)
民
話
の
指
導
の
ポ
イ
ン
ト

・
学
習
指
導
要
領
に
は
、
翻
訳
教
材
と
い
う
記
述
が
な
く
、
外
国
の
民
話

と
し
て
文
学
的
な
文
章
と
し
て
指
導
す
る
。

・
民
話
の
特
徴
を
生
か
す
と
、
「
人
物
設
定
」
「
場
面
設
定
」
「
物
語
を
短

文
で
表
す
」
な
ど
を
指
導
す
る
際
に
適
し
て
い
る
。

・
「
擬
声
語
・
擬
態
語
」
「
く
り
返
し
」
と
い
う
表
現
の
特
徴
に
つ
い
て
指

導
す
る
際
に
適
し
て
い
る
。

4

翻
訳
教
材
の
指
導
の
ま
と
め

・
低
学
年
で
国
内
外
間
わ
ず
い
ろ
い
ろ
な
文
章
に
触
れ
さ
せ
る
こ
と
で
、

読
書
の
世
界
を
広
げ
る
よ
う
に
す
る
。

・
名
作
と
言
わ
れ
る
世
界
の
文
学
か
ら
、
読
書
の
面
白
さ
を
味
わ
わ
せ
、

進
ん
で
読
書
を
す
る
子
ど
も
を
育
て
る
。

・
「
世
界
の
風
土
や
文
化
な
ど
を
理
解
す
る
」
と
は
あ
る
が
、
国
語
科
と

し
て
の
教
科
内
容
を
指
，
導
す
る
こ
と
を
忘
れ
ず
、
作
品
の
特
徴
を
生
か

し
な
が
ら
、
文
学
的
な
文
章
の
解
釈
に
関
す
る
指
導
を
行
う
。

・
文
化
の
違
い
や
発
達
段
階
へ
の
対
応
は
、
教
科
書
会
社
が
か
な
り
配
慮

し
て
い
る
。
教
師
は
、
翻
訳
教
材
で
あ
っ
て
も
文
学
的
な
文
章
の
解
釈

に
関
す
る
指
導
に
焦
点
化
す
る
こ
と
が
十
分
で
き
る
。

・
学
習
指
導
要
領
に
は
、
翻
訳
教
材
と
い
う
記
述
が
な
く
、
外
国
の
民
話

と
し
て
文
学
的
な
文
章
と
し
て
指
導
す
る
。

・
民
話
の
特
徴
を
生
か
す
と
、
「
人
物
設
定
」
「
場
面
設
定
」
「
物
語
の
短

文
化
」
な
ど
を
指
導
す
る
際
に
適
し
て
い
る
。

・
「
擬
声
語
・
擬
態
語
」
「
く
り
返
し
」
と
い
う
表
現
の
特
徴
に
つ
い
て
指

導
す
る
際
に
適
し
て
い
る
。
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ま
と
め

・
教
科
書
で
扱
っ
て
い
る
翻
訳
教
材
に
は
民
話
が
多
い
0

・
民
話
は
「
物
語
の
典
型
」
を
学
ぶ
教
材
で
あ
る
。

・
民
話
は
「
人
間
の
生
き
方
や
生
き
る
た
め
の
知
恵
」
「
人
間
の
真
の
姿
」

を
、
時
代
を
超
え
て
子
ど
も
に
語
り
継
い
で
い
る
。

・
読
む
価
値
の
あ
る
文
章
は
世
界
中
に
あ
る
。
世
界
の
人
が
考
え
る
こ
と

は
、
日
本
と
共
通
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

5 



-
翻
訳
教
材
を
使
っ
て
文
化
を
伝
え
る
の
で
は
な
く
、

付
け
さ
せ
る
よ
う
に
す
る
。

・
中
学
校
学
習
指
導
要
領
に
は
、
小
学
校
の
よ
う
に
文
章
の
解
釈
に
関
す

る
指
導
事
項
が
詳
細
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
小
学
校
段
階
で
確
実
に

身
に
付
け
さ
せ
た
い
。
翻
訳
教
材
を
使
っ
た
学
習
も
そ
の
一
つ
。

国
語
の
力
を
身
に

最
後
に

学
校
現
場
に
身
を
聞
置
い
て
い
る
と
、
そ
の
多
忙
感
の
あ
ま
り
、
指
導
蓄

を
そ
の
ま
ま
上
書
き
し
て
し
ま
う
よ
う
な
指
導
に
陥
っ
て
し
ま
う
こ
と
が

多
い
。
ふ
と
足
を
止
め
て
、
一
つ
の
こ
と
に
つ
い
て
じ
っ
く
り
考
え
る
と

い
う
こ
と
を
し
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
今
屈
は
、
こ
の
よ
う
な
機
会
を
-
頂

戴
し
、
「
翻
訳
教
材
」
に
つ
い
て
足
を
止
め
て
考
え
て
み
る
よ
い
機
会
と

な
っ
た
。
学
校
現
場
で
は
、
国
語
の
指
導
に
お
い
て
、
単
元
を
通
し
て
言

語
活
動
を
設
定
す
る
こ
と
に
重
点
が
霞
か
れ
、
言
語
活
動
中
心
の
指
導
が

行
わ
れ
て
い
る
教
室
を
よ
く
自
に
す
る
。
言
語
活
動
を
通
し
て
指
導
事
一
時
/

を
指
導
す
る
こ
と
が
大
切
で
は
あ
る
が
、
言
語
活
動
の
設
定
と
同
じ
よ
う

に
、
ま
た
、
そ
れ
以
上
に
教
材
分
析
・
教
材
研
究
の
重
要
性
に
再
び
自
を

向
け
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
教
材
分
析
・

教
材
研
究
の
視
点
の
中
に
、
教
材
に
は
「
翻
訳
教
材
」
と
い
う
分
野
が
あ

り
、
そ
れ
に
は
ど
ん
な
特
徴
が
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
考
え
た

こ
と
が
加
わ
っ
た
こ
と
は
、
自
分
に
と
っ
て
大
き
な
収
穫
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
貴
重
な
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
い
て
、
大
変
感
謝
し
て
い
る
。

6 注1
.
文
部
科
学
省
吋
小
学
校
学
習
指
導
要
領
解
説

間
一
訪
問
編
』
東
洋
館
出
版
、

二
O
O八
年
、
一
二
五
頁

2
.
教
材
文
の
最
後
に
は
、
「
ロ
シ
ア
の
み
ん
わ
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

3
.
教
科
書
で
は
「
お
お
つ
か
ゆ
う
ぞ
う
作
」
と
し
て
い
る
が
、
モ
ン
ゴ
ル
の
民
話
が
も

と
に
な
っ
て
お
り
、
原
典
と
な
る
福
音
館
書
活
「
ス

i
ホ
の
白
い
馬
」
で
は
「
大
塚

勇
三
再
話
」
と
な
っ
て
い
る
。
大
塚
勇
三
は
、
中
国
生
ま
れ
で
あ
る
。

4
.
作
者
の
李
錦
玉
は
、
日
本
生
ま
れ
。
在
日
作
家
。
韓
国
の
民
話
を
元
に
し
て
い
る
。

5
.
『
か
な
え
ら
れ
た
願
い
}
は
、
ド
ナ
ル
ド
計
キ
!
ン
の
随
想
で
あ
る
。

6
.

マ
ザ
!
・
グ

i
ス
H
英
米
を
中
心
に
親
し
ま
れ
て
い
る
英
語
の
伝
承
童
謡
の
総
称
。

7
.
漢
文
は
、
日
本
誌
に
よ
る
現
代
語
訳
も
渇
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
(
)
で
記
載
し

て
い
る
。

8
.
「
ひ
ろ
が
る
言
葉
小
学
国
語

6
年
下
」
教
育
出
版
、
二
二
六
頁
に
は
、
「
言
葉
と

仕
事
翻
訳
家
」
と
い
う
付
録
が
あ
り
、
日
本
人
と
翻
訳
作
品
/
翻
訳
作
品
の
す
す

め
と
い
う
読
み
物
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

9
.
『
世
界
一
美
し
い
ぼ
く
の
村
」
の
作
者
は
日
本
人
。
翻
訳
教
材
で
は
な
い
が
、
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
を
題
材
に
し
て
い
る
。

m.
『
世
界
一
美
し
い
村
に
帰
る
」
の
作
者
は
自
本
人
。
翻
訳
教
材
で
は
な
い
が
、
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
を
題
材
に
し
て
い
る
。

日
.
吋
お
お
き
な
か
ぶ
』
三
省
堂
に
は
、
「
ア
レ
ク
セ
イ
H

ト
ル
ス
ト
イ
再
話
」
と
表
記
が

中
の
之
Q

。

ロ
.
マ
、
ザ
i
-
グ
i
ス
N
U

英
米
を
中
心
に
親
し
ま
れ
て
い
る
英
語
の
伝
承
章
一
誌
の
総
称
O

W
N
-

『
ラ
ン
パ
ン
パ
ン
い
は
、
イ
ン
ド
民
話
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

リ
け
.
『
わ
た
し
た
ち
手
で
話
し
ま
す
」
は
、
説
明
的
文
章
。

日
.
光
村
図
書
の
教
科
書
は
、
物
語
の
一
花
と
な
っ
て
い
る
国
の
出
身
者
の
作
家
に
挿
絵
を

依
頼
し
て
い
る
o

M
.
光
村
函
警
の
教
科
書
掲
載
の
『
ず
う
っ
と
、
ず
っ
と
、
大
す
き
だ
よ
」
は
、
原
作
で

は
主
人
公
は
「
エ
ル
フ
ィ

i
」
と
い
う
表
記
だ
が
、
一
年
生
で
学
習
す
る
と
い
う
こ

と
を
考
慮
し
、
許
可
を
取
り
「
エ
ル
フ
」
と
い
う
表
記
に
あ
え
て
変
更
し
て
い
る
。

口
.
再
話
:
・
伝
承
さ
れ
て
き
た
昔
話
や
信
説
な
ど
を
、
言
い
伝
え
ら
れ
た
ま
ま
で
は
な

く
、
現
代
的
な
表
現
で
常
一
回
き
改
め
ら
れ
た
も
の
を
い
う
。
(
間
近
拘
て
井
上
尚
美
編

著
吋
国
語
教
育
指
導
用
語
辞
典
(
第
四
版
)
』
教
育
出
版
、
二

O
一
一
一
年
、
一
八

O

頁
)

凶
.
間
近
拘
て
井
上
尚
美
編
著
「
国
語
教
育
指
導
用
語
辞
典
(
第
四
版
)
』
教
育
出

版
、
二

O
一
二
年
、
一
八

O
頁

間
近
拘
一
、
井
上
尚
美
編
著
「
悶
語
教
育
指
導
用
語
辞
典
(
第
四
版
)
」
教
育
出
版
、
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二
O
一
二
年
、
一
八

O
頁

羽
一
小
学
校
思
語
学
習
指
導
警
い
光
村
図
響
、

引
.
「
小
学
校
国
語
学
習
指
導
警
」
光
村
問
書
、

二
O
一
五
年
、
一
一
二
三
県

二
O
一
五
年
、
二
三
凶
頁

(
主
な
参
考
文
献
・
引
用
文
献
)

水
戸
部
修
治
「
単
元
を
貰
く
言
語
活
動
の
す
べ
て
が
分
か
る
!
小
学
校
国
語
科
授
業
&
一
評

価
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
ガ
イ
ド
』
明
治
図
書
、
二

O
二
二
年

間
近
拘
一
、
井
上
尚
美
編
著
『
国
諮
問
教
育
指
導
用
語
辞
典
(
第
凶
版
)
』
教
育
出
版
、

二
O
一
一
一
年

文
部
科
学
省
「
小
学
校
学
習
指
導
要
領
解
説
密
詑
編
』
東
洋
館
出
版
、
ニ

O
O八
年

「
小
学
校
国
語
学
習
指
導
書
一
上
か
ざ
ぐ
る
ま
い
光
村
国
書
、
二

O
一
五
年

「
毘
詑
』
(
了
、
よ
ハ
)
光
村
閣
官
一
向
、
二

O
一
一
カ
年

『
ひ
ろ
が
る
言
葉
小
学
国
語
」

(
1
1
6
)
教
育
出
版
、
ニ

O
一
五
年

「
新
編
新
し
い
国
語
」
(
一

i
六
)
東
京
書
籍
、
二

O
一
五
年

「
小
学
生
の
国
訪
問
」
(
一
年
i
六
年
)
三
省
堂
、
二

O
一
五
年

「
み
ん
な
と
学
ぶ
小
学
校
国
語
」
(
一
年
i
六
年
)
学
校
図
書
、
ニ

O
一
五
年

(
あ
べ

し
ん
い
ち
ろ
う

埼
玉
県
春
日
部
市
立
川
辺
小
学
校
教
諭
)
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